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【症例】80 歳代男性、右急性硬膜下血腫 ( 頭頂部、側頭部 )、入院中
に脳梗塞も発症。調査開始時（発症 13 日目）、JCS2 ～ 3 点、MMT























【症例】事例１）A 氏 80 代女性、腸腰筋膿瘍、直腸穿孔による横










































[ 対象・方法 ] 収集期間：平成 23 年 8 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日
の間に HCU に入室した患者 465 名。ICU を経た患者は ICU 入室
日を 1 日目と計算し、ICDSC を実施。ICDSC ４点以上をせん妄と
評価。初期発症時期を入室から 1 ～ 2 日 /3 日～ 6 日 / １週間以上
の群に区分し、性別・年齢（65 歳未満、65 歳以上）・発症勤務帯に
て評価した。
[ 結果 ] 入室患者の約 3 割がせん妄と評価され、せん妄発症に性別
差は認めなかったが高齢者に多発。入室から 3 ～ 6 日の群が最もせ
ん妄発症が多く、夜勤帯の発症が多くを占めた。
[ 考察 ]ICDSC の導入によりスタッフが共通したせん妄評価を行う
ことが出来たと同時に、これらの結果を踏まえて、入室からせん妄
の予防・安全管理に対応できるようになったと考える。
